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防
災
訓
練

防
災
訓
練
／／
梶
原
・
旧
奈
和
・
門
前
に
避
難
勧
告

梶
原
・
旧
奈
和
・
門
前
に
避
難
勧
告

　

11
月
４
日
に
梶
原
、
旧
奈
和
、
門
前
集

落
で
土
砂
災
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ
で
、

鳥
取
県
西
部
町
村
合
同
避
難
所
運
営
訓
練

も
兼
ね
て
行
い
、
県
西
部
の
7
町
村
か
ら

約
30
名
の
職
員
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
山
町
災
害
対
策
本
部
で
は
、
町
指
定

避
難
所
を
開
設
す
る
た
め
の
職
員
が
不
足

し
て
い
る
た
め
、
西
部
町
村
に
応
援
派
遣

を
依
頼
。
各
町
村
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員

と
協
力
し
、
町
指
定
避
難
所
の
開
設
及
び

避
難
者
の
受
け
入
れ
、
運
営
に
あ
た
る
と

い
う
想
定
で
、
こ
の
運
営
訓
練
は
平
成
28

年
か
ら
各
町
村
を
会
場
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
梶
原
、
旧
奈
和
、
門

前
集
落
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
大
山
町
消

防
団
や
、琴
浦
大
山
警
察
署
、大
山
消
防
署
、

赤
十
字
奉
仕
団
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
豪
雨
に
よ
り
土
砂
災
害
の
被

害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、

「
警
戒
レ
ベ
ル
4（
避
難
勧
告
）」の
発
令
や
、

土
砂
災
害
発
生
に
よ
る
「
警
戒
レ
ベ
ル
5

（
災
害
発
生
情
報
）」
を
発
令
し
ま
し
た
。

　

町
指
定
避
難
所
へ
避
難
さ
れ
た
住
民
の

土
砂
災
害
に
対
す
る

土
砂
災
害
に
対
す
る

防
災
訓
練
を
実
施

防
災
訓
練
を
実
施

▲一時避難所に集合（梶原）

▲消防団による土のう設置（旧奈和）
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▲避難所で健康状態のチェック

▲集落で協力して、居住スペース作り

▲段ボールベッドは意外と丈夫

▲赤十字奉仕団による炊き出し

▲安心・安全に避難できる避難所のために（講演）

▲目録を受け取る竹口町長

皆
さ
ん
に
は
、
避
難
所
ス
ペ
ー
ス
で
の
生

活
や
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
協
力
し
て
作

る
等
の
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
に
は
、
非
常
用
ト
イ
レ
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
株
式
会
社
ホ
ク
コ
ン

山
陰
営
業
所
（
前
田
明
広
所
長
）
か
ら
非

常
用
ト
イ
レ
「
ラ
ク
レ
ッ
テ
」
が
、
大
山

町
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
山
消
防
署
長
、
日
野
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
山
下
弘
彦
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
講
評
、
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
指

摘
は
、
今
後
の
訓
練
に
い
か
し
て
い
き
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
総
務
課　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
１

【
参
加
者
の
感
想
】

◦
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
作
成
で
き
、
い

い
体
験
が
で
き
た
。

◦
避
難
に
は
地
域
の
協
力
や
思
い
や
り

が
重
要
だ
と
感
じ
た
。

◦
訓
練
の
必
要
性
や
、
避
難
方
法
等
に

つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
た
。

◦
何
を
す
れ
ば
い
い
か
、
よ
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
。

◦
避
難
所
内
の
情
報
伝
達
が
少
な
い
と

思
っ
た
。
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みんなでやらいや！協働のまちづくりみんなでやらいや！協働のまちづくり

みんなでやらいやみんなでやらいや！！
協働のまちづくり協働のまちづくり

　

10
月
20
日
に
地
域
自
主
組
織
「
大
山
の

里
所
子
」
設
立
総
会
が
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
だ
い
せ
ん
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
竹
口
町
長
、

杉
谷
町
議
会
議
長
、
ま
ち
づ
く
り
大
山
の

馬
田
会
長
、
ふ
れ
あ
い
の
郷
か
あ
ら
山
の

汐
田
副
会
長
を
お
招
き
し
、
22
の
集
落
の

代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
評
議
会
に
よ
り
地

域
自
主
組
織
「
大
山
の
里
所
子
」
が
承
認

さ
れ
、
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

前
身
の
ま
ち
づ
く
り
所
子
地
区
会
議
で

は
、
平
成
24
年
度
か
ら
防
災
フ
ェ
ス
タ
、

25
年
度
か
ら
は
、
海
岸
清
掃
を
継
続
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
間
、『
大
山
口
農
具
市
』

や
『
納
涼
の
夕
べ
』
へ
の
協
力
も
並
行
し

て
行
い
、
所
子
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
委
員

の
７
年
の
活
動
実
績
を
踏
ま
え
て
検
討
し

て
き
た
結
果
、
自
主
組
織
設
立
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　

活
動
の
テ
ー
マ
は
、「
集
う
‐
つ
な
が
る

‐
や
っ
て
み
る
」
で
す
。
集
ま
る
場
が
重

要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、
継
続
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
、
楽

し
め
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
、
困
り
ご
と

の
解
決
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
地
域
の
現
状
、
将
来
へ
の

不
安
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
望
む
こ
と
や
や

り
た
い
こ
と
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
を
た
く
さ

ん
頂
戴
し
ま
し
た
。
地
域
自
主
組
織
「
大

山
の
里
所
子
」
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容

を
実
現
す
る
に
は
所
子
地
区
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
と
来
年
度
は
、
本
格
的
ス
タ
ー

ト
へ
の
準
備
期
間
と
位
置
づ
け
、
ま
ず
は
、

み
な
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
集
め
、
活
動
の

場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
所
子
地
区
は
、
分
譲
住
宅
の

建
設
に
よ
り
世
帯
数
が
増
え
、
賑
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
、
こ
ん
な
機
能

が
あ
っ
た
ら
よ
り
便
利
に
な
る
と
い
う
声

も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
活
動
し
、

住
み
よ
い
所
子
地
区
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

委
員
も
募
集
中
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２

今月は『大山の里所子』『まちづくり大山』
『かくわの郷　庄内』です。

地
域
自
主
組
織
『
大
山
の
里
所
子
』
発
足
！

「
集
う
‐
つ
な
が
る
‐
や
っ
て
み
る
」の

循
環
か
ら
困
り
ご
と
の
解
決
を
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みんなでやらいや！協働のまちづくりみんなでやらいや！協働のまちづくり
　

大
山
地
区
で
は
現
在
、
約
１
８
０
０
名

の
住
民
が
大
山
の
恵
み
を
受
け
、
助
け
合

い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
は
、

医
療
機
関
（
大
山
診
療
所
）、教
育
機
関
（
大

山
保
育
所
・
大
山
小
学
校
）、
金
融
機
関
（
Ｊ

Ａ
・
郵
便
局
）、
買
い
物
す
る
場
と
し
て
コ

ン
ビ
ニ
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
施
設
も
暮
ら

し
て
い
く
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、

特
に
、
大
山
診
療
所
は
地
域
住
民
に
と
っ

て
重
要
な
施
設
で
す
。

　

大
山
診
療
所
は
昭
和
14
年
に
大
山
村
営

診
療
所
と
し
て
開
設
さ
れ
、
以
来
80
年
に

わ
た
り
、
地
域
住
民
の
医
療
と
健
康
を
守
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
平
成
18
年

に
常
勤
医
が
定
年
退
職
さ
れ
、
以
後
固
定

医
が
確
保
で
き
ず
、
鳥
取
大
学
医
学
部
か

ら
医
師
の
派
遣
を
受
け
て
運
営
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
26
年
頃
か
ら
、
町
議
会
や
地
域
な

ど
を
中
心
に
、
赤
字
が
続
く
大
山
診
療
所

の
存
続
を
巡
っ
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
は
じ

め
ま
し
た
。

　

診
療
所
の
存
続
を
願
う
「
ま
ち
づ
く
り

大
山
」
と
区
長
会
は
、
存
続
に
向
け
た
署

名
活
動
を
行
い
、
約
１
２
０
０
筆
の
署
名

を
集
め
ま
し
た
。
平
成
27
年
３
月
、
町
長

と
町
議
会
に
存
続
に
向
け
た
請
願
書
を
提

出
し
、
結
果
、
当
面
の
危
機
は
回
避
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
「
ま

ち
づ
く
り
大
山
」
で
は
、
改
め
て
大
山
地

区
か
ら
医
療
機
関
が
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
地
域
崩
壊
に
繋
が
る
こ
と
で
あ
る

と
の
危
機
意
識
を
も
ち
、
診
療
所
存
続
に

つ
い
て
自
分
た
ち
で
何
か
で
き
る
こ
と
が

な
い
か
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
に
『
健
康
フ
ェ
ス
タ
』
を
開

催
し
、
骨
密
度
測
定
・
血
圧
測
定
・
健
康

相
談
を
行
い
、
健
康
に
関
す
る
意
識
向
上

『
ま
ち
づ
く
り
大
山
』

大
山
診
療
所
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を

▲健康を語る会を開きました

▲今在家で行われた健康講座

と
診
療
所
の
利
用
を
訴
え
ま
し
た
。
翌
年

に
は
、
鳥
取
大
学
医
学
部
と
連
携
し
、『
健

康
を
語
る
会
』
を
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催

し
ま
し
た
。「
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
に
」、

「
病
気
に
な
っ
た
ら
」、「
家
庭
で
の
治
療
と

介
護
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
し
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

平
成
30
年
も
鳥
取
大
学
医
学
部
と
連
携

し
、
各
集
落
に
出
向
い
て
「
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
・
医
療
と
介
護
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
総
合
診
療
医
の

朴パ
ク

先
生
（
現
在
診
療
所
所
長
）
の
講
話
と

住
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
５
集
落

で
開
催
し
、
自
分
た
ち
の
健
康
や
暮
ら
し

に
つ
い
て
、
地
域
の
課
題
等
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。
先
生
と
身
近
に
話
せ
る
こ
と

も
あ
り
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の
良
い
所
や
課
題
等
を

知
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
中
で
、

平
成
31
年
４
月
か
ら
大
山
診
療
所
は
、『
鳥

取
大
学
家
庭
医
療
教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』

を
併
設
し
、
引
き
続
き
鳥
取
大
学
か
ら
総

合
診
療
医
の
朴
先
生
に
赴
任
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
医
学
生
が
地
域
医
療
に
つ
い
て

学
ぶ
機
能
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
従
来
の

地
域
医
療
の
拠
点
機
能
だ
け
で
な
く
、
新

た
に
、
小
児
か
ら
大
人
ま
で
診
て
い
た
だ

け
る
体
制
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
大
山
診
療
所
が
身
近
な
医
療

機
関
（
か
か
り
つ
け
医
）
と
し
て
、
ま
た
、

地
域
医
療
の
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
た
め

に
も
、
私
た
ち
は
、
大
山
診
療
所
・
鳥
取

大
学
医
学
部
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
継

続
し
、
診
療
所
・
住
民
・
行
政
に
よ
る
意

見
交
換
を
行
い
、
診
療
所
の
利
用
を
考
え
、

皆
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
大
山
事
務
局

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
８
１
３
９
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『
か
く
わ
の
郷
庄
内
』

身
近
な
こ
と
か
ら
が
第
一
歩
！

　

今
年
で
５
年
目
を
迎
え
た
地
域
自
主
組

織
「
か
く
わ
の
郷
庄
内
」
で
す
。
私
た
ち

の
組
織
は
、
総
務
部
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
部
、

交
流
部
、
環
境
事
業
部
の
４
部
会
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
清
掃
活
動
を
主
体
と
し
た
環

境
に
関
す
る
事
業
を
行
う
環
境
事
業
部
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

海
岸
一
斉
清
掃

　

大
雀
海
岸
や
富
長
海
岸
に
は
、
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
や
車
の
タ
イ
ヤ
な
ど
、
石
油
由
来

の
腐
ら
な
い
ご
み
が
大
量
に
打
ち
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
日
本
の
も
の
だ

け
で
な
く
、
海
流
に
乗
っ
て
漂
着
し
た
と

思
わ
れ
る
外
国
語
表
示
の
ご
み
も
目
に
付

き
ま
す
。
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
、
毎
年
７
月
下
旬
の
日
曜
日
に

漂
着
し
た
ご
み
の
回
収
活
動
を
行
い
、
き

れ
い
な
海
岸
に
戻
し
て
い
ま
す
が
、
１
年

経
つ
と
ま
た
同
じ
よ
う
に
ご
み
が
散
乱
し

た
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
後
も

き
れ
い
な
環
境
を
保
つ
取
り
組
み
を
継
続

し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク

　

地
区
内
の
幹
線
道
路
沿
い
の
ご
み
を
拾

う
だ
け
で
な
く
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

庄
内
地
区
の
再
発
見
を
兼
ね
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
捨
て
ら
れ
て
い
る
ご
み
は
、
空

き
缶
や
空
き
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
コ
ン

ビ
ニ
弁
当
容
器
な
ど
様
々
で
す
が
、
電
子

レ
ン
ジ
や
洗
濯
機
と
い
う
よ
う
な
家
電
製

品
も
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で

驚
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ご
み
を
拾
っ
て
地
域
を
き
れ
い
に
し
、

地
元
の
人
も
あ
ま
り
知
ら
な
い
地
区
内
の

名
所
旧
跡
等
の
解
説
を
聞
け
る
、
有
意
義

な
清
掃
活
動
で
す
。

　

い
ず
れ
の
活
動
も
参
加
者
の
美
化
意
識

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を
高
揚
す
る
ね
ら

い
が
あ
り
ま
す
が
、
世
界
中
の
人
々
が
自

覚
し
、
自
分
た
ち
が
出
し
た
ご
み
を
適
正

に
分
別
・
処
理
し
さ
え
す
れ
ば
や
ら
な
く

て
も
い
い
活
動
で
す
。

　

環
境
問
題
は
地
球
規
模
で
考
え
、
地
域

で
行
動
し
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
が
地
区
内

外
の
多
く
の
人
々
に
共
感
し
て
も
ら
え
れ

ば
幸
い
で
す
。

旧
庄
内
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
清
掃

　

か
く
わ
の
郷
庄
内
は
、
庄
内
地
区
区
長

会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、『
庄
内
地
区
ふ
れ

あ
い
健
康
ま
つ
り
（
地
区
運
動
会
＆
飲
食

実
演
販
売
）』
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
住

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
６
月
と
９
月

の
年
２
回
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
駐
車
ス
ペ
ー

ス
等
の
除
草
や
芝
刈
り
作
業
を
行
い
、
イ

ベ
ン
ト
当
日
に
備
え
て
い
ま
す
。
会
場
と

な
る
旧
庄
内
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
２

年
前
に
芝
生
を
植
え
ま
し
た
。
今
後
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
、
様
々
な
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と
し
て
も
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

	

か
く
わ
の
郷
庄
内
事
務
局

	
kakuw

a-shonai@
sea.chukai.ne.jp

	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

	

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

▲海岸には毎年多くのごみが打ち寄せられます

▲海岸一斉清掃ではマイクロプラスチックが問題となる中、プラスチック類を中心に収集しました
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こ
ん
に
ち
は
。
今
年
度
よ
り
大
山
町
の

地
域
お
こ
し
研
究
員
に
着
任
し
た
松ま

つ
う
ら
・
い
く
る

浦
生

で
す
。

　

地
域
お
こ
し
研
究
員
と
は
、
大
山
町
が

慶
應
義
塾
大
学
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
と

の
連
携
協
定
に
基
づ
い
て
設
け
て
い
る
制

度
で
、「
大
学
院
生
」
と
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
の
２
つ
の
立
場
（
身
分
）
を
持
ち
、

「
研
究
」
と
「
実
践
」
の
双
方
向
か
ら
、
地

方
創
生
に
貢
献
す
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
大
学
の
な
い
地
域
で
、

週
末
に
大
学
生
が
暮
ら
す
仕
組
み
」
づ
く

り
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
学

生
が
週
末
の
た
び
に
集
落
で
生
活
し
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
自
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
企
画
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
じ
、

大
山
町
に
活
気
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、

特
に
小
中
高
生
に
と
っ
て
身
近
な
、
人
生

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
し
て
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
東
京
都
郊
外
の
日
野
市
で
高
校

ま
で
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
地
方
に
可
能

性
を
感
じ
た
こ
と
、
ま
た
、
釣
り
や
登
山

が
趣
味
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
公
立
鳥
取

環
境
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
大
学
２
年

生
時
か
ら
、
鳥
取
市
用
瀬
町
で
、
全
国
の

大
学
生
が
地
域
の
暮
ら
し
に
溶
け
込
み
な

が
ら
、
小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
積
み
重
ね

て
い
く
仕
組
み
を
作
り
、
そ
の
実
践
と
し

て
、
宿
泊
施
設
を
運
営
し
な
が
ら
地
域
と

大
学
生
を
つ
な
ぐ
「
も
ち
が
せ
週
末
住
人
」

と
い
う
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
年
3
月
に
大
学
を
卒
業
し
、
慶
應
義
塾

大
学
大
学
院
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
に

進
学
す
る
と
と
も
に
、
大
山
町
の
地
域
お

こ
し
研
究
員
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
４
月
か
ら
７
月
ま
で
は
、

神
奈
川
県
藤
沢
市
に
あ
る
慶
應
藤
沢
キ
ャ

ン
パ
ス
で
大
学
院
の
授
業
を
受
け
て
い
ま

し
た
が
、
大
山
町
に
は
８
月
か
ら
移
住
し
、

役
場
企
画
課
で
働
い
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

大
山
町
の
暮
ら
し
を
深
く
知
る
た
め
に
、

町
内
の
様
々
な
場
所
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
大
山
町
の

一
番
の
魅
力
は
や
は
り
、
地
域
に
根
差
し

て
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
方
々
の
人
生
そ
の

も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
毎
日
実
感
し
て
い

ま
す
。

　
「
も
ち
が
せ
週
末
住
人
」
で
の
経
験
を
活

か
し
つ
つ
、
大
山
町
で
は
事
業
者
や
農
家
、

漁
師
、
地
域
自
主
組
織
の
み
な
さ
ん
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
し
い

「
だ
い
せ
ん
週
末
住
人
」
モ
デ
ル
を
つ
く
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
生
に
経
験
し
て

ほ
し
い
こ
と
や
、
協
力
し
て
ほ
し
い
こ
と

な
ど
、
ご
意
見
や
ご
協
力
い
た
だ
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
し
ど
し
お
寄
せ

く
だ
さ
い
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課  

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２

地域おこし研究員（協力隊）着任地域おこし研究員（協力隊）着任
大山町に

慶應義塾大学の
大学院生来る！

生
いくる

という

めずらしい名前なので、

覚えてください

松浦　生
いくる

です

大
学
生
を
泊
め
て
く
だ
さ
る
方
、

大
学
生
と
楽
し
く
学
び
た
い
小
・

中
・
高
生
を
探
し
て
い
ま
す
！

▲中学生たちと真剣討議中
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大
山
町
民
総
健
康
づ
く
り
運
動

「
健
康
」に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

「
健
康
」に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

大
山
町
・
筑
波
大
学
・（
株
）カ
ー
ブ
ス
ジ
ャ
パ
ン（
平
成
30
年
度
調
査
よ
り
）

　

大
山
町
で
は
、
平
成
27
年
度
〜
令
和
元

年
度
の
５
年
間
（
全
５
回
）、
毎
年
40
歳
か

ら
74
歳
の
１
，１
０
０
人
（
男
性
６
０
０

人
、
女
性
５
０
０
人
）
を
無
作
為
抽
出
し

て
、
健
康
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
町
や
カ
ー

ブ
ス
大
山
町
健
康
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

が
、
健
康
意
識
の
向
上
や
医
療
費
等
の
低

減
に
も
た
ら
す
効
果
を
検
証
す
る
も
の
で

す
。
今
年
度
が
最
終
年
度
で
す
。

　

今
回
は
、
平
成
30
年
度
に
実
施
し
た
結

果
（
単
純
集
計
）
を
一
部
抜
粋
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

0 20 40 60 80 100

H27

H28

H29

H30

38.2

40.5

45.8

45.7

0 20 40 60 80 100

H27

H28

H29

H30

23.1　　

36.9

39.8

41.9

0 20 40 60 80 100

H27

H28

H29

H30

47.8

51.1

54.2

57.1

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

日常生活で歩行または同等の
身体活動を１日１時間以上
実施している

健康的な生活を送るために
自分なりにいろいろな工夫を
している

0 20 40 60 80 100

H27

H28

H29

H30

33.4

35.3

35.9

38.5

0 20 40 60 80 100

（％） （％）（％）

（％） （％）

H27

H28

H29

H30

45.7

43.6

49.6

49.3

はい いいえ はい いいえ

自分の健康を保つために
必要な運動ができている

運動や食生活等の生活習慣を
改善しはじめている、
取り組んでいる

１日30分以上の軽く汗をかく
運動を週２日以上、
１年以上実施している

　

平
成
27
年
度
～
平
成
30
年
度
の
経
年
の

変
化
を
み
る
と
、
運
動
習
慣
の
あ
る
人
の

増
加
、
健
康
的
な
生
活
の
工
夫
を
し
て
い

る
人
の
増
加
が
み
ら
れ
、
健
康
意
識
へ
の

よ
い
変
化
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
結
果
を
分
析
し
、
大
山
町

の
健
康
づ
く
り
施
策
に
活
か
し
て
い
き
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

健
康
対
策
課☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
６

調査にご協力いただき、
ありがとうございました。

　対象者　1,100人（平成30年度）

　回答者　　752人
　　　　　（男性391人、女性361人）
　回答率　　68.4％

出典：株式会社つくばウェルネスリサーチ
「鳥取県大山町における健康づくり事業検証」単純集計報告書 ( 平成 31 年 3 月 )



9 令和元年 12 月

祝
！
歴
史
の
道
百
選
に
選
定
追
加

「
坊
領
道
」
紅
葉
ウ
ォ
ー
ク

大
山
公
民
館
大
山
分
館

きょういく通信きょういく通信

　

11
月
3
日
に
紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
を
行
い
、

歴
史
の
道
百
選
に
追
加
選
定
（
10
月
29
日
）

さ
れ
た
坊
領
道
を
歩
き
ま
し
た
。

　

大
山
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
出
発

し
、
前
集
落
の
「
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

（
県
指
定
保
護
文
化
財
）」・
鈑
戸
集
落
の
両

墓
制
を
見
学
し
た
後
、
種
原
バ
ス
停
入
口

か
ら
落
ち
葉
で
埋
も
れ
た
大
山
道
の
古
道

に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
昔
、
大
山
寺
へ
の

参
詣
や
牛
馬
を
連
れ
て
大
山
牛
馬
市
へ
向

か
っ
た
人
々
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
歩
き

ま
し
た
。

　

大
山
古
道
（
坊
領
道
）
は
、
平
成
26
年

頃
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
大
山
」
の
手
に
よ
っ

て
毎
年
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
、
小
学
校
や

大
山
青
年
の
家
の
活
動
に
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

名
和
公
民
館
に
新
サ
ー
ク
ル
誕
生
！

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
ス
ズ
メ
ー
ズ
の

『
ヴ
ォ
イ
ス
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル
』

◆
活
動
内
容

　

ヴ
ォ
イ
ス
ヨ
ー
ガ
は
、
ス
ト
レ
ス

緩
和
や
表
現
能
力
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。
本
来
の
声
を
輝
か
せ
て
み
ん

な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◆
活
動
日
時　

毎
週
水
・
金
曜
日

	

　
　
　
　
　

18
時
～
19
時

◆
活
動
場
所　

中
山
温
泉
生
活
想
像
館

◆
連
絡
先　
　

代
表　

谷
川　

豊

☎ 

０
９
０
‐
７
１
３
３
‐
２
７
２
４

　

子
ど
も
た
ち
に
、
園
庭
か
ら
と
び
出
し

て
、
様
々
な
場
所
で
多
く
の
体
験
を
さ
せ

た
い
と
考
え
、
春
は
妙
見
山
や
大
山
元
谷

の
山
登
り
、
夏
は
坊
領
川
の
川
あ
そ
び
、

秋
は
佐
摩
山
か
ら
尾
根
を
歩
い
て
孝
霊
山

へ
の
登
山
な
ど
、
四
季
を
通
じ
て
自
然
の

中
へ
と
出
か
け
て
行
き
ま
し
た
。
心
も
体

も
開
放
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
が
本
来
持
っ

て
い
る
自
ら
学
び
成
長
し
よ
う
と
す
る
力

を
育
み
、
好
奇
心
が
自
然
の
中
で
無
限
に

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

山
々
が
紅
葉
を
迎
え
る
頃
、
大
山
へ
遠

足
に
出
か
け
る
と
、
下
山
キ
ャ
ン
プ
場
の

遊
歩
道
に
落
ち
て
い
る
ど
ん
ぐ
り
を
子
ど

「
だ
い
せ
ん
げ
ん
き
っ
子
」

「
だ
い
せ
ん
げ
ん
き
っ
子
」

～
大
山
の
雄
大
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
～
　
　
大
山
保
育
所

も
た
ち
は
夢
中
で
拾
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、「
こ
こ
に
も
あ
る
よ
！
」
と
落
ち
葉
や

き
の
こ
、
木
の
実
を
見
つ
け
、「
不
思
議
だ
」

「
面
白
い
」
と
感
じ
た
も
の
を
カ
メ
ラ
に
収

め
た
り
、
帰
り
に
大
山
自
然
歴
史
館
に
寄

り
、
見
つ
け
た
き
の
こ
や
植
物
を
図
鑑
で

調
べ
た
り
し
ま
し
た
。

　

10
月
の
中
旬
に
は
、
年
長
児
が
佐
摩
山

か
ら
孝
霊
山
へ
の
登
山
に
挑
戦
し
、「
ま

ち
づ
く
り
大
山
」
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
山

頂
ま
で
の
険
し
い
道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。

落
ち
葉
が
広
が
る
滑
り
や
す
い
場
所
や
急

な
斜
面
、
倒
木
や
苔
の
生
え
た
岩
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
様
々
な
難
所
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
頭
と
身
体
の
全

て
の
感
覚
を
使
い
、「
滑
り
や
す
い
か
ら
横

向
き
に
な
ろ
う
」「
お
尻
を
つ
い
て
降
り
た

ら
い
い
よ
」
な
ど
と
声
を
掛
け
合
い
な
が

ら
、
み
ん
な
で
登
り
き
り
、
自
然
の
中
で

の
直
接
体
験
に
よ
っ
て
達
成
感
や
満
足
感

を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

自
然
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
格
好
の

遊
び
相
手
で
す
。
大
山
の
雄
大
な
自
然
に

囲
ま
れ
た
保
育
所
と
し
て
、
今
後
も
地
域

の
皆
さ
ん
と
共
に
大
山
保
育
所
の
「
げ
ん

き
っ
子
」
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

▲佐摩山登頂・なかなかの景色だね！

▲紅葉ウォーク
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テ
メ
キ
ュ
ラ
市
訪
問
記

テ
メ
キ
ュ
ラ
市
訪
問
記

　

７
月
24
日
～
８
月
４
日
ま
で
の
日
程
で
、
大
山
町
姉
妹
都
市
ア

メ
リ
カ
の
テ
メ
キ
ュ
ラ
市
を
中
学
生
７
人
が
訪
問
し
ま
し
た
。
交

流
事
業
の
感
想
文
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

	
	

名
和
中　

２
年

	
	

	

舩
木　

大
知

　

テ
メ
キ
ュ
ラ
市
で
の
研
修
で
最
も
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
優
し
さ
で
す
。
研
修
中
に
僕
が
頭
痛
で

寝
込
ん
で
い
る
と
き
に
、
部
屋
に
食
べ
や

す
い
も
の
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

「
ど
こ
か
行
き
た
い
と
こ
ろ
は
あ
る
？
」
と

聞
い
て
く
だ
さ
り
、
僕
が
希
望
し
た
と
こ

ろ
に
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
た

く
さ
ん
の
事
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

来
客
者
が
ど
こ
の
国
の
出
身
の
人
で
も
、

し
っ
か
り
と
対
応
す
る
と
い
う
精
神
は
、

「
人
種
の
る
つ
ぼ
」
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
か
ら

日
本
も
し
っ
か
り
と
学
ば
な
い
と
い
け
な

い
部
分
だ
と
思
い
ま
し
た
。
２
０
２
０
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
日
本
の
「
お

も
て
な
し
」
の
心
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
ま
す
が
、「
お
も
て
な
し
」
の
心
は

万
国
共
通
な
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

テ
メ
キ
ュ
ラ
市
で
の
研
修
は
確
実
に
自

分
の
将
来
に
役
立
つ
と
思
う
の
で
し
っ
か

り
と
記
憶
に
残
し
、
大
人
に
な
っ
た
ら
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
会
い
に
ア
メ
リ
カ
へ

行
き
た
い
で
す
。

	
	

中
山
中　

３
年

	
	

	

奥
野　

結
衣

　

私
が
小
学
生
の
頃
、
沖
縄
と
の
交
流
事

業
に
参
加
し
た
時
に
、
当
時
テ
メ
キ
ュ
ラ

市
と
の
交
流
事
業
に
参
加
し
た
中
学
生
が

教
育
委
員
会
で
す
る
挨
拶
を
聞
く
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
に
初
め
て
、

こ
の
テ
メ
キ
ュ
ラ
市
と
の
交
流
事
業
に
つ

い
て
知
り
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
こ
の
交

流
事
業
に
参
加
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ

と
や
、
堂
々
と
教
育
委
員
会
で
挨
拶
を
す

る
先
輩
方
が
と
て
も
か
っ
こ
良
か
っ
た
の

で
自
分
も
そ
ん
な
人
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

実
際
に
参
加
で
き
る
と
決
ま
っ
て
か
ら
、

私
は
テ
メ
キ
ュ
ラ
に
早
く
行
き
た
く
て
毎

日
う
ず
う
ず
し
て
い
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
チ

や
プ
レ
ゼ
ン
の
練
習
を
友
達
、
家
族
に
手

伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
磨
き
上
げ
た
り
、

ア
メ
リ
カ
の
こ
と
に
つ
い
て
事
前
に
調
べ

た
り
し
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
着
い
て
か
ら
は
、
見
た
こ

と
が
な
い
も
の
、
知
ら
な
い
も
の
な
ど

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
特

に
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
で
キ
ッ
ク

ボ
ー
ル
を
し
た
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
キ
ッ
ク
ボ
ー
ル
で
は
、
他
の
バ
デ
ィ
ー

学
生
と
た
く
さ
ん
交
流
で
き
ま
し
た
。
一

緒
に
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
お
互
い
の
こ

と
を
ほ
め
合
っ
た
り
し
て
、
自
分
で
も
驚

く
く
ら
い
ス
ム
ー
ズ

に
会
話
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
の
人
々
は
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
を
使
っ
て

私
の
知
ら
な
い
こ
と

を
た
く
さ
ん
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　	
	

中
山
中　

３
年

	
	

	

野
口　

結
衣

　

私
が
感
じ
た
中
で
、
日
本
に
も
あ
る
と

良
い
な
と
思
っ
た
こ
と
は
、
寄
付
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ア
メ
リ
カ

に
は
市
民
の
寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
で

き
て
い
る
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
の
一
つ
が
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
ハ
ウ
ス

で
す
。
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
ハ
ウ
ス
は
、
家
族

が
病
気
や
け
が
で
入
院
し
て
い
る
人
の
た

め
に
無
償
で
宿
泊
で
き
る
施
設
で
す
。
病

院
が
遠
く
に
あ
り
毎
日
通
え
な
い
、
旅
行

中
の
け
が
で
ホ
テ
ル
に
毎
日
泊
ま
る
お
金

が
な
い
な
ど
様
々
な
方
が
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
実
際
に
私
た
ち
が
見
学
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
日
も
３
組
の
方
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
思
っ
て
い
た
よ
り
も
利
用

者
が
多
く
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ジ
ェ
イ

コ
ブ
ス
ハ
ウ
ス
は
家
の
中
の
家
具
も
全
て

寄
付
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
他
に
も
、
子

供
が
遊
ぶ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
こ
に
置

い
て
あ
っ
た
絵
本
も
寄
付
で
集
ま
っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ジ
ェ
イ

コ
ブ
ス
ハ
ウ
ス
に
は
、
キ
ッ
チ
ン
も
あ
っ

て
、
温
か
い
雰
囲
気
で
本
当
の
家
の
よ
う

で
し
た
。
利
用
者
へ
の
い
ろ
い
ろ
な
配
慮

が
あ
り
、
建
物
内
も
常
に
き
れ
い
に
整
備

さ
れ
て
い
る
状
態
で
し
た
。
日
本
に
は
、

こ
う
い
う
場
所
が
少
な
い
で
す
が
、
自
分

も
誰
か
の
た
め
に
寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
積
極
的
に
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

	
	

大
山
中　

２
年

	
	

	

兠
山　

真
希

　

私
は
も
と
も
と
友
達
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
苦
手
な
の
で
、
そ

れ
を
英
語
で
す
る
こ
と
は
と
て
も
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
こ
と
で
し
た
。
で
も
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
母
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
な

質
問
を
考
え
て
く
れ
た
の
で
、
な
ん
と
か

会
話
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
相
手
が
何
を
言
っ
て
い
る
か
分
か
ら
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ず
黙
っ
て
い
る
と
、「
英
語
が
分
か
ら
な
く

て
黙
っ
て
い
る
の
か
、
体
調
が
悪
く
て
黙
っ

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
か
ら
黙
る
の
は

や
め
て
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
分

か
ら
な
か
っ
た
ら
ｗ
ｈ
ａ
ｔ
？
と
言
っ
て
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
ｗ
ｈ

ａ
ｔ
？
と
言
う
と
優
し
く
簡
単
な
単
語
を

使
っ
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
の
会
話
を
す
る
う
ち
、
以
前
よ

り
英
語
が
上
達
し
た
と
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

次
の
日
に
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

自
分
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
ま
で
練
習
し
て
き

た
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
を
発
表
し
ま
し

た
。
そ
の
後
の
文
化
交
流
で
は
、
私
自
身

と
て
も
興
味
の
あ
る
服
の
染
色
だ
っ
た
の

で
楽
し
く
活
動
で
き
ま
し
た
。
文
化
交
流

を
す
る
頃
に
は
、
た
く
さ
ん
友
達
が
で
き

て
い
ま
し
た
。
私
の
目
標
は
た
く
さ
ん
友

達
を
つ
く
る
事
だ
っ
た
け
れ
ど
、
思
っ
て

い
た
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
で
き

ま
し
た
。
で
も
、

そ
れ
は
長
い

間
、
大
山
町
と

交
流
を
し
て
お

り
、
良
い
関
係

を
築
い
て
き
た

か
ら
な
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。

	
	

大
山
中　

２
年

	
	

	

川
上　
　

陽

　

一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
生
活
に

つ
い
て
で
す
。
僕
が
い
た
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
朝
６
時
く
ら
い
に
は
す
で
に

家
族
全
員
が
起
き
て
い
て
、
み
ん
な
で
朝

食
を
と
っ
て
い
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
人

は
朝
が
早
い
と
い
う
印
象
で
す
。
今
ま
で

は
ア
メ
リ
カ
の
人
は
自
由
に
起
き
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た
生
活
を
す
る

イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
、
食
生
活
で
す
。
ア
メ
リ
カ

の
朝
食
は
マ
フ
ィ
ン
の
よ
う
な
、
日
本
で

は
デ
ザ
ー
ト
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
が

出
て
く
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
昼
前

に
は
お
腹
が
す
い
て
し
ま
う
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
し
た
が
、
油
っ
こ
く
な
く
さ
っ
ぱ

り
と
し
て
い
て
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

一
番
驚
い
た
の
は
、
店
で
注
文
し
て
出

て
く
る
食
べ
物
の
サ
イ
ズ
と
ア
メ
リ
カ
人

の
食
欲
で
す
。
イ
ン
ア
ウ
ト
バ
ー
ガ
ー
と

い
う
店
で
注
文
し
た
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
日

本
で
出
て
く
る
サ
イ
ズ
の
約
１
・
５
倍
も
あ

り
ま
し
た
。
ご
飯
の
量
は
多
い
と
聞
い
て

い
ま
し
た
が
、
想
像
以
上
で
食
べ
き
れ
る

の
か
不
安
に
な
る
ほ
ど
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
ん
な
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
隣
で
バ
デ
ィ
ー

の
学
生
が
余
裕
の
表
情
で
食
べ
き
り
、
す

ご
い
食
欲
だ
と
思
い
ま
し
た
。

	
	

中
山
中　

２
年

	
	

	

髙
橋　

優
歌

　

マ
ル
ガ
リ
ー
タ
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
ス
ク
ー
ル
ポ
リ
ス
が

配
置
さ
れ
て
い
た
り
、
教
科
書
が
貸
出
し

制
で
あ
る
こ
と
や
、
授
業
が
行
わ
れ
る
教

室
に
生
徒
が
移
動
す
る
こ
と
な
ど
、
日
本

の
学
校
と
の
違
い
を
感
じ
、
驚
き
と
ワ
ク

ワ
ク
感
が
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

授
業
内
容
に
追
い
つ
け
な
か
っ
た
り
分
か

ら
な
い
子
が
い
た
ら
、
生
徒
同
士
で
教
え

合
う
と
い
う
仕
組
み
が
と
て
も
優
し
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
と
て
も
き
れ
い
で
学
び

や
す
く
過
ご
し
や
す
い
設
備
が
そ
ろ
っ
て

い
て
、
こ
こ
に
通
っ
て
勉
強
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
焼
き
そ

ば
を
作
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の

ス
ー
パ
ー
に
は
ス
ラ
イ
ス
の
お
肉
は
売
っ

て
い
な
い
の
で
、
肉
の
か
わ
り
に
海
老
を

使
い
ま
し
た
。
シ
ー
フ
ー
ド
焼
き
そ
ば
を

上
手
く
作
る
こ
と
が
で
き
て
安
心
し
ま
し

た
。
食
べ
る
と
き
に
は
「
い
た
だ
き
ま
す
。」

を
教
え
て
あ
げ

ま
し
た
。デ
ザ
ー

ト
は
モ
ー
ガ
ン

と
２
人
で
マ
ン

ゴ
ー
を
食
べ
ま

し
た
。
２
人
で

好
き
な
食
べ
物

を
一
緒
に
食
べ

た
時
間
は
と
て
も
幸
せ
で
し
た
。

	
	

中
山
中　

２
年

	
	

	

露
木　

千
聖

　

テ
メ
キ
ュ
ラ
の
人
は
年
齢
や
国
籍
に
関

係
な
く
た
く
さ
ん
話
し
か
け
て
く
れ
る
、

と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
方
た
ち
ば
か
り

で
し
た
。
私
の
全
く
で
き
て
い
な
い
英
語

を
聞
き
取
っ
て
分
か
ろ
う
と
努
力
し
て
く

れ
た
の
で
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

私
が
日
本
料
理
を
作
る
と
き
も
「
手
伝
お

う
か
？
」
と
み
ん
な
が
交
代
で
聞
き
に
来

て
く
れ
た
り
、「
あ
な
た
が
楽
し
い
と
思
う

こ
と
を
す
れ
ば
良
い
」、「
こ
の
家
で
の
生

活
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
言
っ
て
く
だ

さ
り
、
と
て
も
楽
し
く
内
容
の
濃
い
９
日

間
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

楽
し
か
っ
た
こ
と
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は

全
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
か
げ
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
素
晴
ら
し
い
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
し
て
い

ま
す
。
テ
メ
キ
ュ
ラ
の
方
々
は
大
山
町
と

の
交
流
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
と

本
当
に
思
っ
て
お
ら
れ
る
の
が
伝
わ
り
ま

し
た
し
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
研
修
を
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
の
で
、
私
は
こ
の

活
動
を
応
援
し
続
け
ま
す
。
今
回
の
交
流

に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
に
感

謝
を
伝
え
た
い
で
す
。
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第13回 大山町総合文化祭　展示テーマ

『平和とオリンピック』

来年度の展示テーマは来年度の展示テーマは
　多くの皆さまに目標をもって作品制作に取り組んでい

ただけるよう、来年度から展示作品のテーマを設けるこ

とにしました。

　次回コンセプトは「平和」です。制作される皆さんの

想いで、テーマからイメージを広げてください！

　来年も数多くのご出展をお願いいたします。

第12回  大山町総合文化祭第12回  大山町総合文化祭
「文化の香りあふれるまちづくり」
～大山の歴史と恵みに抱

い だ

かれて～
　10 月 26・27 日に中山農業者トレーニングセンターで大山町総合文化祭を開催しま
した。
　両日ともほぼ好天に恵まれ、多くの来場者でにぎわい、ステージ発表、個人や団体
の作品展示や物販など、さまざまな「秋」を演出しました。

▲力作が並んだ展示会場

▲にぎわう大山の恵み自慢市

▲特別展　朝倉弘平さんのギャラリートーク

▲出店にご協力いただいた米子南高の皆さん

▲合唱団まゆの美しい歌声

お知らせ
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きょういく通信きょういく通信

わ
が
家
の
家
読

わ
が
家
の
家
読

う
ち
ど
く

　

子
ど
も
が
小
さ
い
頃
は
、
い
つ
も
両

親
が
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま
し
た
。

乗
り
物
の
本
が
大
好
き
で
、
自
分
で
選

ん
で
、
読
ん
で
く
れ
と
言
っ
て
持
っ
て

き
て
い
ま
し
た
。
今
は
、
子
ど
も
が
年

長
に
な
っ
た
の
で
、
親
の
読
み
聞
か
せ

は
寝
る
前
だ
け
で
、
あ
と
は
自
分
で
読

ん
で
い
ま
す
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
で
は
「
も
う
お
き

る
か
な
？
」「
し
ろ
く
ま
ち
ゃ
ん
の
ほ
っ

と
け
ー
き
」
を
、
ブ
ッ
ク
セ
カ
ン
ド
で

は
「
お
ふ
ろ
だ
い
す
き
」
を
も
ら
い
、

親
子
で
と
て
も
好
き
で
、
よ
く
読
み
ま

し
た
。
今
は
、
大
好
き
な
乗
り
物
の
本

と「
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
あ
さ
た
ろ
う
」や「
じ

ご
く
の
そ
う
べ
え
」
を
読
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
だ
じ
ゃ
れ
の
載
っ
て
い
る
本

や
、
保
育
園
で
人
気
の
お
ば
け
ず
か
ん

シ
リ
ー
ズ
も
お
気
に
入
り
で
、
一
人
で

声
に
出
し
て
読
ん
で
い
ま
す
。
と
き
ど

き
本
に
載
っ
て
い
た
だ
じ
ゃ
れ
を
家
族

に
教
え
て
く
れ
て
、
み
ん
な
で
笑
っ
て

い
ま
す
。

〈
家
読
に
お
薦
め
の
本
〉

　
『
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
あ
さ
た
ろ
う
』

（
Ｉ
．
Ｔ
）

秋
を
満
喫
！ 「
大
山
町
ま
る
ご
と
講
座
」

10
月
10
日　

中
山
公
民
館

　

中
山
に
あ
る
宝
物
の
再
発
見
と
体
験
を

テ
ー
マ
に
、
第
4
回
大
山
町
ま
る
ご
と
講

座
「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
中
山
」
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
は
「
ま
ぶ
や
」、
中
山
神
社
、
二
本

松
ゴ
ル
フ
練
習
場
な
ど
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
逢
坂
地
区
の
「
ま
ぶ
や
」
で
、

話
題
に
な
っ
て
い
る
ジ
ビ
エ
を
使
っ
た
「
大

山
い
の
し
し
キ
ー
マ
カ
レ
ー
」
を
堪
能
し

た
あ
と
、
束
積
に
あ
る
中
山
神
社
を
訪
ね

ま
し
た
。

　

境
内
で
は
、
大
山
自
然
観
察
員
で
も
あ

る
鷲
見
教
育
長
か
ら
解
説
を
聞
き
ま
し
た
。

ケ
ヤ
キ
や
イ
ヌ
マ
キ
の
大
木
、一
両
、十
両
、

百
両
、
千
両
、
万
両
な
ど
の
種
類
豊
富
な

草
花
を
見
つ
け
、古
く
か
ら
「
大
森
大
明
神
」

と
呼
ば
れ
て
き
た
中
山
神
社
の
植し

ょ
く
そ
う叢
の
豊

か
さ
に
ふ
れ
ま
し
た
。

　

汗
入
農
免
農
道
に
架
か
る
鴻

お
お
と
り

橋
で
、
橋

か
ら
の
絶
景
を
眺
め
た
後
、
二
本
松
ゴ
ル

フ
練
習
場
へ
移
り
、
芝
の
コ
ー
ス
で
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

絶
好
の
日
和
で
、
参
加
者
か
ら
は
「
楽

し
か
っ
た
ー
」
の
声
が
飛
び
交
い
、
中
山

の
宝
や
秋
を
発
見
す
る
充
実
の
講
座
と
な

り
ま
し
た
。

11
月
４
日　

名
和
公
民
館

　

第
5
回
大
山
町
ま
る
ご
と
講
座
「
大
山

町
魅
力
探
訪
～
開
拓
名
和
編
～
」
を
行
い

ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
中
、
第
5
回
目
の
講

座
で
は
、
名
和
地
区
内
の
開
拓
地
を
訪
ね

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
開
拓
地
の
集
落
や
神
社
、

各
分
校
跡
、
陣
構
茶
加
工
所
な
ど
を
巡
り

な
が
ら
、
そ
の
昔
、
山
林
・
原
野
を
切
り

開
き
、
時
代
の
流
れ
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
の
生
産
に
取
り
組
み
、

そ
れ
ら
を
活
か
し
た
加
工
品
を
生
み
出
す

な
ど
、
明
日
を
見
出
し
て
き
た
人
々
の
軌

跡
に
触
れ
、
感
慨
深
い
講
座
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
乗
馬
体
験
や
り
ん
ご
の
も
ぎ
取

り
体
験
も
行
い
、「
ま
ち
の
宝
」
を
再
発
見

す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

▲「まぶや」で昼食

▲一両、十両、百両、千両、万両を発見！

▲開拓碑を前に先人の想いに触れる皆さん
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知って安心　「健康生活」の手がかり知って安心　「健康生活」の手がかり

図書　　　の紹介
  一般・文学  
☆たそがれダンサーズ / 桂 望実

☆明智光秀 / 菊池 寛

☆妻の終活 / 坂井 希久子

☆オートリバース / 高崎 卓馬

☆罪と祈り / 貫井 徳郎

☆シークレット・ペイン / 前川 ほまれ

☆屑の結晶 / まさき としか

☆魔女の不在証明（アリバイ）/ エリザベス フェラーズ

  その他  
☆人生のサバイバル力 / 佐藤 優

☆お風呂自慢の宿 / 舵社

☆まちの未来をこの手でつくる / 猪谷 千香

☆クックパッド防災レシピＢＯＯＫ / 扶桑社

☆脳卒中の再発を防ぐ本 / 平野 照之

☆日々のかっぽう着 / ブティック社

☆ 60 歳からのひとり旅鉄道旅行術 / 松本 典久

☆ラグビーは３つのルールで熱狂できる / 大西 将太郎

☆ねずみ年のゆる文字年賀状 / 宇田川 一美

  郷　土  
☆日南Ｘ / 松本 薫

  児童書・絵本  
☆こども六法 / 山崎 聡一郎

☆おじいちゃんの小さかったとき / 塩野 米松

☆巨大空港 / 鎌田 歩

☆ふたご探偵　３/ ペニー ワーナー

☆そっくりこ / 中川 ひろたか

☆ゾウ / ジェニ デズモンド

☆そらまめくんおやすみなさい / なかや みわ

☆おつきさまひとつずつ / 長野 ヒデ子

お役に立ちます
　誰しも、健康について気になることや不安に
感じることがあると思います。インターネット
で何でも調べられる時代ですが、その中の情報
が本当に正しいかどうかや、もっと詳しく、もっ
と広く知るために、図書館の本をご利用くださ
い。図書館では、健康づくりや予防について、
病気や薬についての情報を提供できるよう、い
ろいろな図書資料を揃えています。
ご案内します
　読みたい本が見つからない時や、もっと詳し
い情報がお知りになりたい時は、図書館職員に
お気軽におたずねください。館内をご案内した
り、他館から取り寄せたりもいたします。

　実際に、病気を経験した人の闘病記を置いて
います。「がん」をはじめとして、37種の病種
ごとに分類しており、すぐに探すことができま
す。　　　　（令和元年９月末現在314冊所蔵）

お知らせ　年末・年始のお休みについて
本館：12月 30日～１月６日まで閉館
名和・大山分館：
　　　12月 29日～１月３日まで閉館

とつげきお話隊による
「サンタに会いにおいで　クリスマスお話会」

（名和公民館）
12 月 15 日（日）13：30 〜 14：15

「てんぐちゃんのふゆのおはなし会」（大山公民館）
12 月 21 日（土）11：00 〜 11：30

「闘病記文庫」
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人
権
の
つ
ぼ  

173
大
山
町
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー	

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
９
‐
５
４
‐
２
２
８
６

大
山
町
茶
畑
１
０
７
７
‐
３	

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
９
‐
５
４
‐
２
４
１
３

人
権
週
間
の
取
り
組
み

　
「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に

自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に

つ
い
て
平
等
で
あ
る
」。
こ
れ
は
「
世
界
人

権
宣
言
」
の
第
１
条
で
す
。

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人
権
及

び
自
由
を
遵
守
し
確
保
す
る
た
め
に
、
世

界
の
人
々
と
す
べ
て
の
国
々
が
達
成
す
べ

き
共
通
の
目
標
と
し
て
、
１
９
４
８
（
昭

和
23
）
年
12
月
10
日
の
第
３
回
国
際
連
合

総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

２
年
後
の
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
12
月

４
日
の
第
５
回
総
会
に
お
い
て
は
、「
世
界

人
権
宣
言
」
採
択
を
記
念
し
て
12
月
10
日

を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
１
９
４
９
（
昭

和
24
）
年
か
ら
毎
年
12
月
10
日
を
最
終
日

と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

人
権
尊
重
に
向
け
た
啓
発
活
動
が
全
国
で

行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
12
月
４
日
（
水
）
～
10
日

（
火
）
ま
で
を
「
第
71
回
人
権
週
間
」
と
し

て
、
啓
発
活
動
重
点
目
標
「
み
ん
な
で
築

こ
う　

人
権
の
世
紀
～
考
え
よ
う
相
手
の

気
持
ち 

未
来
に
つ
な
げ
よ
う 

違
い
を
認
め

合
う
心
～
」
の
も
と
に
、
全
国
で
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

○
人
権
・
同
和
教
育
推
進
大
会

　

大
山
町
で
は
、
12
月
７
日
（
土
）
に
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ
で
『
大
山
町
人

権
・
同
和
教
育
推
進
大
会
』
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
下
記
を
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

○
12
月
４
日　

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

本
町
で
は
、
12
月
4
日
（
水
）
に
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
、
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
中
山
地
区
】：
役
場
中
山
支
所

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

【
名
和
地
区
】：
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

９
時
00
分
～
12
時

【
大
山
地
区
】：
大
山
公
民
館

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

※
そ
の
他
に
も
毎
月
１
回
定
例
の
「
人
権

相
談
日
」
を
設
け
て
い
ま
す
。「
広
報
だ

い
せ
ん
」
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ま
た

は
防
災
行
政
無
線
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

大山町人権・同和教育推進大会

【日　時】12月 7日（土）13：30～ 16：30

【場　所】保健福祉センターなわ（開場13：00）　

【内　容】
　13：30～　人権作文コンテスト表彰＆朗読

　14：40～　�講演「世界における人権擁護と差

別禁止の潮流と大山町条例」	

講師／金
きむ

　尚
さんぎゅん

均さん	 	 	

	 　　（龍谷大学法学部　教授）

　15：00～　シンポジウム

　　　　　　　「差別解消条例の制定を考える

　　　　　　　�～思いやりや親切で差別なくな

るの？～」	 	 	

コーディネーター／金　尚均さん

登壇者／角
す な み

南　圭
けいすけ

祐さん	 	

　　　　（共同通信社会部　記者）

竹口大紀（大山町長）ほか

【その他】
託児を設置します。希望される場合は、人権推進

室にお申し込みください。

手話通訳もあります。

【問い合わせ先】福祉介護課人権推進室

☎０８５９-５４-２２８６

FAX０８５９-５４-２４１３
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▲竣工式でテープカット

▲「御来屋へようこそ！」　名和中学校美術部の皆さん

まちの話題まちの話題

　

御
来
屋
駅
ホ
ー
ム
東
側
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
壁
の
壁
画
が
、
老
朽
化
で
色
あ

せ
て
い
た
た
め
、
新
た
な
壁
画
制
作
を
名

和
中
学
校
美
術
部
に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

応
募
の
あ
っ
た
作
品
の
中
か
ら
３
年
生

の
薄
田
幸
奈
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
、
美

術
部
有
志
21
名
が
夏
休
み
期
間
中
に
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　

壁
画
に
は
、
大
山
町
の
特
産
品
や
御
来

屋
か
ら
見
え
る
大
山
等
が
カ
ラ
フ
ル
に
描

御
来
屋
駅
ホ
ー
ム
に
壁
画
が
完
成

御
来
屋
駅
ホ
ー
ム
に
壁
画
が
完
成

大
規
模
酪
農
施
設
が
竣
工
し
ま
し
た

　

大
山
町
羽
田
井
に
お
い
て
「
株
式
会
社

ブ
ッ
シ
ュ
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ
」
が
整
備
し
て
い

た
大
規
模
酪
農
施
設
の
竣
工
式
が
、
10
月
22

日
に
関
係
者
や
来
賓
な
ど
約
80
人
が
出
席

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
国
庫
補
助
事
業
の
畜
産
ク

ラ
ス
タ
ー
事
業
を
活
用
し
、
約
６
・
２
ha
の

敷
地
に
搾
乳
牛
舎
２
棟
、
乾
乳
牛
舎
１
棟
と

パ
ー
ラ
ー
舎
、
堆
肥
処
理
施
設
な
ど
の
関
連

施
設
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

牛
舎
は
牛
を
繋
ぎ
留
め
な
い
で
飼
育
す

る
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
方
式
、
パ
ー
ラ
ー
舎

は
一
度
に
40
頭
搾
乳
で
き
る
ロ
ー
タ
リ
ー

パ
ー
ラ
ー
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
乳
牛
飼

育
頭
数
約
６
０
０
頭
、
年
間
生
乳
生
産
量
約

５
，９
０
０
ト
ン
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
畜
産
農
家
や
牛
の
飼
育
頭
数
が

減
少
す
る
中
で
、
生
乳
生
産
量
の
増
加
や
農

地
の
有
効
利
用
、
地
域
の
雇
用
の
増
加
に
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
れ
て
い
ま
す
。

　

除
幕
式
が
11
月
13
日
に
あ
り
、
薄
田
さ

ん
は
、「
色
の
配
合
が
難
し
か
っ
た
が
、
満

足
の
い
く
壁
画
に
な
っ
た
」
と
笑
顔
で
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
ま
た
は
御
来
屋
駅
を
ご
利
用
の
際

に
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲手嶋所長から感謝状を受け取る竹口町長

鳥
取
県
知
事
か
ら
町
へ
感
謝
状

　

県
民
税
・
市
町
村
民
税
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
必
要
な
費
用
を
広
く
住
民
の
方
々

に
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
市
町
村

が
賦
課
・
徴
収
を
行
い
、
県
へ
払
込
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
県
民
税
の

徴
収
及
び
払
込
み
に
お
い
て
、
平
成
27
年

度
か
ら
30
年
度
ま
で
４
年
連
続
し
て
前
年

度
を
上
回
る
実
績
が
評
価
さ
れ
、
10
月
17

日
に
手
嶋
西
部
県
税
事
務
所
長
よ
り
感
謝

状
を
受
贈
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
適
正
な
課
税
及
び
公
平
な
徴
収

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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▲若手作家製作のテーブルとギター

▲「ところごトコトコ町並歩き」の様子 ▲収蔵品の古い屏風の前で

まちの話題まちの話題

国
の
重
要
文
化
財
門
脇
家
住
宅

秋
の
一
般
公
開

　

国
の
重
要
文
化
財
門
脇
家
住
宅
秋
季
一

般
公
開
が
11
月
1
日
か
ら
4
日
ま
で
行
わ

れ
ま
し
た

　

一
般
公
開
に
あ
わ
せ
て
、
若
手
作
家
に
よ

る
寄
木
細
工
作
品
や
ギ
タ
ー
・
木
工
家
具
な

ど
が
特
別
に
展
示
さ
れ
、
２
５
０
年
前
の
建

物
に
調
和
し
た
素
晴
ら
し
い
展
示
と
な
り

ま
し
た
。

　

門
脇
家
当
主
や
保
存
協
力
会
員
に
よ
る

展
示
物
な
ど
の
解
説
に
、
来
館
者
は
熱
心
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
開
期
間
中
は
、
所
子
町
並
み

保
存
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
「
と

こ
ろ
ご
ト
コ
ト
コ
町
並
歩
き
」
が
行
わ
れ
、

一
般
公
開
に
訪
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
好
評
を

得
ま
し
た
。

▲竹口町長に目録を手渡す小前組合長（右）

環
境
保
護
に
関
心
を
！

～
野
鳥
巣
箱
コ
ン
ク
ー
ル
～

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大
山
の
自
然
環
境
保
護
活
動
へ寄付

　

10
月
3
日
に
「
第
56
回
西
部
地
区
野
鳥

巣
箱
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
野
鳥
保
護
の
理

解
と
関
心
を
深
め
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
西
部
地
区
の
小
・
中
学
校
か

ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
入
賞
作
品
54
点

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
全
県

の
「
野
生
動
物
の
す
み
か
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

大
山
町
関
係
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
大
山
町
長
賞
】

	

浅
田
翔
生
さ
ん
（
大
山
西
小
）

	

中
田
花
菜
さ
ん
（
大
山
中
）

【
大
山
町
教
育
長
賞
】

	

西
川
健
太
さ
ん
（
大
山
中
）

	

椎
木
穏
晶
さ
ん
（
大
山
中
）

【
西
部
町
村
会
長
賞
】

	

梅
林
史
皇
さ
ん
（
大
山
中
）

【
新
日
本
海
新
聞
社
社
主
賞
】

	

飯
田
宇
紀
さ
ん
（
大
山
中
）

　

琴
浦
町
に
あ
る
大
山
乳
業
農
業
協
同
組

合（
小
前
孝
夫　

代
表
理
事
組
合
長
）か
ら
、

９
月
29
日
に
行
わ
れ
た
「
第
21
回
大
山
ま

き
ば
祭
」
の
売
り
上
げ
の
一
部
を
、
大
山

の
頂
上
を
保
護
す
る
会
（
会
長
：
竹
口
大
紀
）

に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
が
10
月
17
日
に
行
わ
れ
、
小
前

組
合
長
は
「
大
山
の
自
然
環
境
を
よ
く
し

た
い
と
い
う
思
い
で
今
年
も
寄
付
し
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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お
知
ら
せ

町長の
『余白に
　書かせて！』
『余白に
　書かせて！』

　

菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
が
、
11
月
4

日
に
大
山
を
視
察
さ
れ
、
そ
の
対
応
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
で
と
て
も
に
ぎ
わ
っ
て

い
た
大
山
。「
令
和
お
じ
さ
ん
」
と
し
て

幅
広
い
世
代
に
浸
透
し
て
い
る
菅
官
房

長
官
の
登
場
で
、
大
山
参
道
市
場
周
辺

は
建
物
の
外
観
が
見
え
な
い
ほ
ど
の
人
だ

か
り
が
で
き
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
や

新
聞
報
道
な

ど
で
拝
見
す

る
際
は
、
あ

ま
り
笑
顔
を

見
せ
な
い
長

官
も
、
大
山

で
は
終
始
お

だ
や
か
な
表

情
だ
っ
た
の

が
印
象
的
で

し
た
。

　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
」
「
空
き
店
舗

の
活
用
」
「
廃
屋
の
撤
去
」
「
事
業
者
と

の
連
携
」
な
ど
、
環
境
整
備
や
官
民
連

携
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
し
て
、
長

官
か
ら
反
応
や
質
問
が
返
っ
て
く
る
こ
と

が
あ
っ
た
の
で
、
国
の
進
め
て
い
る
方
向

性
が
再
確
認
で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
上
質
化
事
業
な
ど
、
国
や
県
と
連

携
し
て
大
山
の
魅
力
向
上
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
／
町
長　

竹
口
大
紀
）

古い灯油を使ったら古い灯油を使ったら
石油ストーブが故障！石油ストーブが故障！

＊変質した不良灯油は使わないでください。＊変質した不良灯油は使わないでください。

はい！ 消費生活相談窓口ですはい！ 消費生活相談窓口です
くらしに役立つ情報や最新の消費生活トラブルをお伝えします。知っておくと適切な対応ができます

【事例】
　新しいストーブを購入して2日後、消火しようと
した際に、操作つまみがあがらず、緊急ボタンも作

動しなかったために、新品と交
換をしてもらった。３か月後も
同じような状況になり、見に来
てもらった。販売店からは、咋
シーズンの灯油を使ったのでは
ないかと言われた。

（70代　女性）

【アドバイス】
●灯油は、保管方法を誤ると日光や熱により変質、
水や異種の油などの混入により「不良灯油」にな
ることがあります。
●不良灯油を石油暖房機器に使用すると、少量でも
異常燃焼や機器の故障につながり危険です。
●保管するときは、必ず灯油専用容器に入れ、日光
や雨のあたらない場所に保管しましょう。
●シーズン中に使いきれなかった場合や、長期保管
し変質の可能性がある灯油は使用せず、購入した
石油販売店に相談をして安全に廃棄しましょう。

【参考：国民生活センター 見守り新鮮情報】

新しい
灯油を！

＊お気軽に消費生活相談窓口をご利用ください。
　大山町役場住民課	 	 ☎ 0859-54-5210（平日）
　鳥取県消費生活センター	 ☎ 0859-34-2648（平日・土日）
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償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
は

１
月
31
日（
金
）ま
で
で
す

　

町
内
に
事
業
用
資
産
を
所
有
し
て
い
る

個
人
ま
た
は
法
人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

で
所
有
す
る
償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
で

す
。
期
限
内
の
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
確
定
申
告
で
事
業
の
必
要
経
費
に

減
価
償
却
費
を
計
上
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の

申
告
漏
れ
が
な
い
か
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
と
な
る
も
の

　

そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
の
で

き
る
機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど
で
、
耐
用
年

数
が
１
年
以
上
で
１
品
あ
た
り
の
取
得
価

額
が
原
則
10
万
円
以
上
の
も
の

※
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
対
象
に
な

る
も
の
は
、
償
却
資
産
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
に
申
告
を
さ
れ
た
こ
と
が
な

い
方
で
も
、
事
業
用
の
資
産
を
お
持
ち
で
あ

れ
ば
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
は
税
務
課
及
び
各
支
所
総
合
窓

口
室
に
あ
り
ま
す
。

申
告
対
象
と
な
る
償
却
資
産
（
例
）

【
農　

業
】

・
乾
燥
機
、
動
力
噴
霧
器
、
堆
肥
舎
、
定

植
機
な
ど

【
漁　

業
】

・
漁
船
、
漁
網
、
魚
群
探
知
器
、
無
線
機

な
ど

【
小
売
店
】

・
商
品
陳
列
ケ
ー
ス
な
ど

【
理
容
業
・
美
容
業
】

・
理
美
容
椅
子
・
洗
面
設
備
・
サ
イ
ン
ポ
ー

ル
な
ど

【
飲
食
店
】

・
厨
房
設
備
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、
冷
蔵
庫
な

ど
【
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
】

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
架
台
、
附
属
装
置
な

ど
◆
提
出
期
限　

1
月
31
日
（
金
）

◆
提
出
先　

税
務
課
、
各
支
所
総
合
窓
口

室
◆
問
い
合
わ
せ
先　

	

税
務
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
８

スマホや
パソコンで申告を！

飼い猫の不妊・去勢
奨励事業

　専用のＩＤとパスワードがあれば、マイナン

バーカードやＩＣカードリーダライタがなくて

もスマホやパソコンから e-Tax 申告が可能です。

　専用のＩＤとパスワードは、本人確認を行い

発行しますので、運転免許証など本人確認がで

きる書類を持って、早めに米子税務署で手続き

をお願いします。（これは、マイナンバーカー

ドが普及するまでの一時的な措置です。）

◆問い合わせ先　米子税務署

☎０８５９-３２-４１２１

　公益社団法人鳥取県獣医師会では、春に引き

続きこの事業を実施します。

　希望者は、事業実施動物病院へ直接申し込ん

でください。

　詳しくは、公益社団法人鳥取県獣医師会、ま

たは住民課にお問い合わせください。

◆助成金額
　不妊手術　４,０００円

　去勢手術　２,０００円

◆申込期限　
　令和２年２月15日（土）

◆問い合わせ先
　公益社団法人鳥取県獣医師会

☎０８５７-５３-４３００

　住民課　　　　　☎０８５９-５４-５２１０
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大山町子育て支援センター「なかよしひろば」

クリスマス会クリスマス会
　12月のなかよしひろばは、クリスマス会を行います。
　今年もサンタクロースがやって来てくれるかな？
　みんなで楽しいひとときを過ごしましょう。
　ご参加をお待ちしています。

★日　時	 12月 19日（木）
	 10：00～ 11：30（受付９：30～）
★場　所	 保健福祉センターなわ
★申込方法
　人数の把握のため、各支援センターの申
込用紙、電話、母子健康手帳アプリ、申込
みメールフォームから参加の申し込みをお
願いします。
　締切りは12月 12日（木）です。

★その他
　動きやすい服装で、お茶な
どを持ってお出かけください。

★申込み・問い合わせ先
	 子育て支援センターなかやま

☎０８５８－５８－６０６２
	 子育て支援センターなわ

☎０８５９－５４－２３９５
	 子育て支援センターだいせん

☎０８５９－５３－１１５７

第２回 参加者募集定員 15 組幼児食講習会幼児食講習会
～プレ給食DEすくすく幼児食～

　第１回講習会（６月に実施）では、幼児食の進め方を学んだあと、調理実習
を行い、保育所給食人気メニューを参加親子みんなで試食しました。参加者か
らは、「食べさせる工夫が参考になった」「実際に作ってみることがよかった」
と好評でした。第２回目の講習会を下記のとおり実施します。
　みなさんのご参加をお待ちしています！

●日　時：12月 17日（火）10時～ 12時
　　　　　（受付：9時 30分～）
●ところ：保健福祉センターなわ
●対　象：生後10か月～ 2歳 11か月児の保護者
　　　　　（保護者の方のみの参加もOK）
●内　容：講話、調理実習、試食
●持ち物：エプロン、三角巾、マスク、筆記用具、
託児の際に必要なもの（※ごきょうだい分の軽
食は各自でご準備ください）

●申込み：①電話または②メールフォームからお
申込みください。
※お子さんの氏名・年齢・アレルギーの有無・託
児の有無・困り事（あれば）をお知らせください。
※申込多数の場合は、初めての方を優先させてい
ただきますことをご了承ください。
●申込締切：12月9日（月）まで
●申込み先：こども課
　☎０８５９-５４-５２０５

メールフォームは
こちらから

メールフォームは
こちらから

ミュージックユニット
「えんどうまめ」の
ミニコンサートも

あります
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

分
別
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

可
燃
ご
み
は
名
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
焼
却
処
理
さ
れ
ま
す
が
、
不
燃
ご
み
は

伯
耆
町
に
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
処

分
さ
れ
ま
す
。（
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
、

個
人
が
直
接
搬
入
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。）

　

こ
の
ご
ろ
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
可

燃
ご
み
が
混
入
し
て
い
る
状
況
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
不
燃
ご
み
の
中

に
可
燃
ご
み
が
交
ざ
っ
て
い
る
と
業
務
に

支
障
を
き
た
し
ま
す
。

　

食
用
油
の
ボ
ト
ル
、
シ
ャ
ン
プ
ー
や
リ

ン
ス
の
容
器
、
洗
濯
用
洗
剤
や
食
器
用
洗

剤
の
容
器
な
ど
、
ハ
サ
ミ
で
切
れ
る
、
押

し
た
ら
へ
こ
む
程
度
の
硬
さ
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
可
燃
ご
み
で
出
し
ま
し
ょ
う
。

キ
ャ
ッ
プ
や
ポ
ン
プ
は
、
不
燃
ご
み
で
出

し
ま
し
ょ
う
。

　

可
燃
ご
み
と
不
燃
ご
み
の
分
別
に
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

＊
資
源
ご
み
・
不
燃
ご
み
・
不
燃
粗
大
ご
み
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
直
接
持
込
の
問
い
合

わ
せ
先

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
０
８
５
９
‐
68
‐
４
０
７
１

道
路
に
は
り
出
し
た

竹
木
の
伐
採
の
お
願
い

介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域

ニ
ー
ズ
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

道
路
に
は
り
出
し
た
木
や
竹
は
、
自
動

車
や
歩
行
者
の
通
行
の
支
障
に
な
る
と
と

も
に
、
強
風
や
積
雪
に
よ
り
木
や
竹
が
倒

れ
て
、
通
行
を
寸
断
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

折
枝
・
落
枝
等
や
樹
木
が
道
路
に
は
み

出
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
事
故
等
が
発

生
し
た
場
合
は
、
所
有
者
の
方
が
責
任
を

問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
伐
採

等
の
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
緊
急
の
場
合
は
、
道
路
管
理
者
が

通
行
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
木
や
竹
を
了

解
な
く
伐
採
・
撤
去
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

	

建
設
課　　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
１
８
６

　

大
山
町
で
は
介
護
予
防
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏

域
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
令
和
２
年
度
に
介
護
保

険
事
業
計
画
を
つ
く
る
た
め
の
大
切
な
基

礎
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方　

　

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
（
要
介
護

１
〜
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
を
の
ぞ

く
）
の
う
ち
１
，０
０
０
人

◆
調
査
期
間

　

12
月
２
日
（
月
）
～
12
月
27
日
（
金
）

ま
で

※
調
査
票
の
発
送
は
11
月
下
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す

◆
調
査
方
法

　

郵
便
で
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

回
答
用
紙
を
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
介
護
課☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７
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せ

会計年度任用職員の登録者募集について
令和2年度の役場・公民館・学校・保育所等の会計年度任用職員を募集します

　大山町では、令和2年度の会計年度任用職員登録者を下記のとおり募集します。
　「会計年度任用職員」とは、法律改正により、現在の臨時職員、嘱託職員等が移行するもので、従来通り登
録制とし、登録された方の中から必要に応じて、選考の結果により採用します。
　登録を希望される方は、所定の「大山町会計年度任用職員登録申請書」により登録の申請をしてください。

■受付期間
　令和元年12月16日（月）～令和２年１月17日（金）
まで
※年度途中での採用については、原則として登録を
された方の中から必要に応じて、選考試験を実施
した上で採用します。なお、資格や専門的な知識
が必要な方を採用する場合等については、必要に
より別途募集を行う場合があります。

■応募資格
◦満18歳以上（令和２年 4月 1日現在）
◦住所要件はありません
◦応募できない人
①地方公務員法第16条に該当するもの
◦禁固以上の刑に処せられ、その執行が終わるま
で又はその執行を受けることがなくなるまでの
人
◦日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で
破壊することを主張する政党その他の団体を結
成し、又はこれに加入した人

②日本国籍を有しない人で就労に制限のない在留の
資格を取得していない人

■登録申込み方法
　登録の申込みを希望される方は、「１　募集する
業務」の番号１～10については登録申請書様式１
を、番号11及び12は登録申請書様式２を提出し
てください。
　登録申請書は､ 次の配布場所に置いています。指
定の登録申請書に必要事項を記入のうえ、「申請書
提出先または問い合わせ先」にご提出ください。
　採用については、書類選考及び面接選考を実施し
た上で決定をします。

〔様式の配布場所〕
総務課、中山・大山支所総合窓口室、教育委員会事
務局、人権交流センター、保健福祉センターなわ

■任用期間
　令和２年４月１日から令和３年３月31日
　（最長１年間）再度の任用あり

■申請書提出先及び問い合わせ先
　この会計年度任用職員募集の詳細については、次
の問い合わせ先に連絡してください。

○申請書提出先　
総務課（役場本庁舎）
中山・大山支所総合窓口室
福祉介護課 人権推進室（人権交流センター）
教育委員会事務局（名和公民館）
福祉介護課・こども課・健康対策課（保健福祉セ
ンターなわ）

○問い合わせ先
番号１	 総務課
	 	 ☎０８５９－５４－５２０１
番号２～５	 福祉介護課 人権推進室
	 	 ☎０８５９－５４－２２８６
番号６	 健康対策課
	 	 ☎０８５９－５４－５２０６
番号７・８	 幼児・学校教育課 学校教育室
	 	 ☎０８５９－５４－５２１１
番号９・10	 社会教育課
	 	 ☎０８５９－５４－５２１２
番号11	 幼児・学校教育課 幼児教育室
	 	 ☎０８５９－５４－５２１９
番号12	 こども課
	 	 ☎０８５９－５４－５２０５



23 令和元年 12 月

お
知
ら
せ

■募集する業務
勤務先 番号 職種 必要な資格 担当課 様式

役 場 1

事務補助 不問 総務課

申　

請　

書　

様　

式　

１

道路作業員 不問 建設課

地域おこし協力隊 不問 企画課・農林水産課

文化財調査事務補助 不問 観光課文化財室

児 童 館 ２ 厚生補助員 不問

福祉介護課
人権推進室

中山ふれあいセンター ３
館長・生活相談員
指導員
休日及び夜間警備

不問

人権交流センター ４ 館長・生活相談員
指導員 不問

中高ふれあいセンター ５ 館長・生活相談員
指導員 不問

診 療 所 ６
看護師
准看護師
放射線技師

看護師資格
准看護師資格
放射線技師資格

健康対策課

学 校 ７

A 学校主事 (学校用務） 不問

幼児・学校教育課
学校教育室

B 学校図書館司書 司書又は司書教諭資格

C 学習支援員
教員免許

不問

教育支援センター
（　寺　子　屋　） ８

Ａ 教育相談員
教員免許

不問

Ｂ 教育指導員 教員免許

公 民 館 ９

A 公民館事務補助員 不問

社会教育課

B 日直及び警備員 不問

C 夜間警備員 不問

D 清掃作業員 不問

図 書 館 10
A 司書 司書資格

B 図書事務 不問

保 育 所 11

A 保育士 保育士資格

幼児・学校教育課
幼児教育室

申　

請　

書　

様　

式　

２

B 保育補助

看護師資格

幼稚園教諭免許

不問

Ｃ 調理補助 不問

放課後児童クラブ 12

A 指導員 保育士又は教員免許

こども課
B 指導補助員

保育士又は教員免許

放課後児童支援員

不問

※勤務場所及び勤務時間については、雇用ごとに決定します。
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司
法
書
士
に
よ
る

「
無
料
法
律
相
談
会
」

「
無
料
法
律
相
談
会
」

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会
が
無
料
相
談
会

を
開
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

◆
日
時　

12
月
13
日（
金
）
18
時
～
20
時

◆
場
所　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
第
１
会
議
室

◆
内
容　

相
続
・
遺
言
、不
動
産
の
贈
与
・

売
買
、
商
業
登
記
、
成
年
後
見
の
申

し
立
て
、
借
金
・
多
重
債
務
問
題
な

ど
身
の
回
り
の
法
律
問
題

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４

大山恵みの大山恵みの
里だより里だより
vol.137vol.137

問い合わせ先
大山恵みの里公社
☎0859ー 54ー 6600

▼
み
く
り
や
市	

	
	

	

　
「
ふ
る
さ
と
便
」

　

Ｊ
Ｒ
御
来
屋
駅
舎
に
あ
る
「
新
鮮
野

菜
直
売
所
み
く
り
や
市
」
で
は
、
毎
年

人
気
の
「
ふ
る
さ
と
便
」
を
今
年
も
実

施
し
ま
す
。
生
産
者
が
わ
か
る
安
心
・

安
全
の
旬
の
野
菜
や
加
工
品
を
セ
ッ
ト

に
し
て
、
宅
配
便
で
ご
指
定
先
に
お
届

け
す
る
商
品
で
す
（
セ
ッ
ト
内
容
は
お

任
せ
に
な
り
ま
す
）。
遠
く
に
住
む
あ
の

人
に
「
大
山
の

食
の
恵
み
」
を

贈
り
ま
せ
ん

か
？

　

数
量
限
定
・

予
約
制
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の

で
、
み
く
り
や

市
で
事
前
の
お

申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
予
約
期
間
】

　

12
月
9
日
（
月
）
～
20
日
（
金
）

【
発
送
日
】

　

12
月
24
日
（
火
）

▼
お
正
月
の
準
備
は	

	
	

	

み
く
り
や
市
で

　
「
み
く
り
や
市
」
で
は
、
こ
の
年
末
も
、

お
正
月
に
向
け
て
の
花
、
し
ぶ
木
、
餅
、

注
連
縄
を
特
別
販
売
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
12
月
26
日
（
木
）
～
29
日
（
日
）

　
　
　

  

９
時
～
お
昼
頃
ま
で

※
し
ぶ
木
、餅
は
事
前
予
約
を
承
り
ま
す
。

【
予
約
期
間
】12
月
2
日（
月
）～
17
日（
火
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

新
鮮
野
菜
直
売
所 

み
く
り
や
市

☎
０
８
５
９
‐
48
‐
４
７
６
０

営
業
時
間 

９
時
～
16
時
（
日
曜
休
み
）

▼
年
末
年
始
の
営
業
は

【
道
の
駅
】

定
休
▼
12
月
31
日
、
1
月
1
日

※
初
売
り
は
１
月
２
日（
木
）10
時
か
ら

【
み
く
り
や
市
】

12
月
29
日
（
日
）
は
14
時
閉
店

定
休
▼
12
月
30
日
～
１
月
３
日

※
初
売
り
は
１
月
４
日（
土
）か
ら

2020年
農林業センサスに
ご協力ください

　令和 2 年 2 月 1 日を基準日に、「2020

年農林業センサス」が実施されます。

　この調査は、今後の農林業の政策に役立

てるために5年ごとに実施される極めて大

切な調査です。

　農林業を営んでいる皆様のところに、令

和元年12月中旬から調査員が訪問します。

農林業の経営状況などの調査ですので、調

査に協力をお願いします。

◆問い合わせ先
　総務課

☎０８５９-５４-５２０１

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
加
入
義
務

労
働
保
険
は

働
く
皆
さ
ん
を
守
り
ま
す

　

法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
事
業
主
の
方
は
、

正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
い
っ

た
形
態
に
関
わ
ら
ず
、
一
人
で
も
雇
っ
た

ら
労
働
保
険
に
必
ず
入
ら
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
労
働
保
険
は
従
業
員
の
安
心
と

会
社
の
安
定
の
た
め
の
保
険
で
す
。

　

加
入
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主

の
方
は
、
速
や
か
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ

う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

鳥
取
労
働
局　

労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
２

道
の
駅
　
営
業
時
間
変
更

　

12
月
１
日
～
２
月
29
日
は
、
冬
時
間
で
の

営
業
と
な
り
ま
す
。

道
の
駅
営
業
時
間
／
9
時
～
17
時

（
食
堂
軽
食
メ
ニ
ュ
ー
は
9
時
30
分
～
16
時

30
分
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）
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ご
存
知
で
す
か
？

小
規
模
企
業
共
済
制
度

大山チャンネル
12月の主な放送内容

（6：00 / 9：00 / 12：00 / 15：00 / 18：00 / 21：00 / 24：00）

※初回のみ12時スタート

大山チャンネルはデジタル113ch

12／1～、12／11〜
◆「PICK　UPだいせん」
　暮らしに役立つ情報、集落行事、地域の話題、町

民の活動などをたっぷりとお届けします。「集落発！

ご近所ニュース」、大山町の知られざる歴史や逸話に

迫る「大山伝説」、町民の夢に密着する「17000の夢」

など、特集企画もお楽しみに！

12／21〜
◆「年末スペシャル！	 	 	 	
	 	 大山町の奇跡2019」

　人口減少、少子高齢化、後継者不足など様々な問

題を抱える中、ふるさとの未来を切り開こうと奮闘

する人たちがいます。番組では、2019年地域に大き

な変化をもたらした“大山町の奇跡” に密着！その舞

台裏や知られざる思いに迫ります。

◦�集落の荒れ地が人気スポットに変身！全国から若

者が訪れるワケとは！？

◦�全国の自治体がびっくり！大山町の人口問題に奇

跡！？

◆番組への情報提供・問い合わせ先
　アマゾンラテルナ鳥取大山オフィス

☎０８５８‐５８‐２３１８

月
１
回
中
山
温
泉
で
映
画
を
観
ま
せ
ん
か
？

月
１
回
中
山
温
泉
で
映
画
を
観
ま
せ
ん
か
？

◆
12
月
上
映
作
品

「
き
ら
め
く
拍
手
の
音
」

　

耳
の
聞
こ
え
な
い
両
親
の
日
常
を
、
健

聴
者
で
あ
る
娘
の
目
線
か
ら
と
ら
え
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。

　

両
親
の
青
春
時
代
や
教
会
で
の
出
会
い
、

子
育
て
中
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
、
夫
婦
で
経
営

し
て
い
た
屋
台
の
苦
労
な
ど
が
手
話
を
通

し
て
語
ら
れ
る
。
音
の
な
い
世
界
と
音
で

あ
ふ
れ
る
世
界
の
は
ざ
ま
で
成
長
し
て
き

た
監
督
と
弟
の
経
験
な
ど
、
家
族
４
人
の

静
か
だ
け
ど
賑
や
か
な
暮
ら
し
を
見
つ
め

て
い
く
。（
２
０
１
４
年
作
品
・
80
分
・
韓
国
）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
日
本
語
字
幕
付

◆
日
時　

12
月
７
日（
土
）
10
時
／
14
時
／

　
　
　
　

18
時
半　

3
回
上
映

◆
料
金　

大
人　

９
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

　
　
　
　

未
就
学
児　

無
料

◆
場
所　

中
山
温
泉
生
活
想
像
館

　
　
　
　

わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先　

中
山
温
泉

☎
０
８
５
８
‐
49
‐
３
３
３
０

◆
共
催
：
鳥
取
県
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
協

議
会
、
え
え
が
な
大
山
実
行
委

員
会

　

後
援
：
大
山
町
、
大
山
町
教
育
委
員
会

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個
人
事
業

主
（
共
同
経
営
者
含
む
）・
会
社
等
の
役
員

の
方
が
事
業
を
や
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
に

備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
資
金
を
準
備
し
て

お
く
共
済
制
度
で
、「
小
規
模
企
業
の
経
営

者
の
た
め
の
退
職
金
制
度
」
と
い
え
ま
す
。

　

特
徴
は
、
①
掛
金
が
全
額
所
得
控
除
。

掛
金
は
、
毎
年
所
得
控
除
の
対
象
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
②
事
業
を
廃
止
す
る

際
に
受
け
取
る
共
済
金
も
、
退
職
所
得
扱

い
、
ま
た
は
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
扱
い

と
な
る
た
め
節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

制
度
の
運
営
は
（
独
）
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
が
行
い
、商
工
会
、商
工
会
議
所
、

青
色
申
告
会
、
金
融
機
関
の
本
支
店
な
ど

の
窓
口
が
取
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。

◆
Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://w
w
w
.sm
rj.go.jp/kyosai/

skyosai/ 

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

☎
０
５
０
‐
５
５
４
１
‐
７
１
７
１

（
平
日
：
９
時
～
18
時
）

◎番組の情報をFacebookで配信中。
	「大山チャンネル」で検索＆フォローお願いし
ます。
https://www.facebook.com/daisenchannel/



この広報紙は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

大山町広報 12 月号

◆発行：大山町役場

◆編集：総務課

※ e メール

soumu@da isen . jp

鳥取県西伯郡大山町御来屋３２８番地

TEL  ０８５９ー５４−３１１１

FAX  ０８５９ー５４−２７０２

大山町ホームページ　https://www.daisen.jp/

◆印刷：東京印刷株式会社

今月の税・保険料
固定資産税	 （３期）

国民健康保険税	 （７期）

納期限12月25日（水）
※期限までに納めましょう

　

い
よ
い
よ
12
月
、
師
走
で
す
ね
。
師
走

以
外
に
も
12
月
の
呼
び
名
が
あ
る
の
を
ご

存
じ
で
す
か
。
陰
暦
で
は
、
10
月
か
ら

12
月
が
「
冬
」
に
な
り
ま
す
。
冬
の
最

後
の
月
に
な
る
こ
と
か
ら
「
晩ば

ん
と
う冬
」、
10

月
か
ら
3
番
目
の
冬
の
月
に
な
る
の
で

「
三み

ふ
ゆ
づ
き

冬
月
」
な
ど
と
言
う
そ
う
で
す
。
師

走
よ
り
も
落
ち
着
い
た
感
じ
が
し
ま
す

し
、
雪
が
似
合
い
そ
う
な
雰
囲
気
が
し
ま

す
。

　

昨
シ
ー
ズ
ン
、
ほ
と
ん
ど
雪
か
き
を
す

る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
暖
冬
で
は
と
予
想
さ

れ
て
い
て
も
、
ス
コ
ッ
プ
や
雪
対
策
の

グ
ッ
ズ
だ
け
は
、
忘
れ
ず
買
い
に
走
っ
て

お
か
ね
ば
！
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
師
走

の
ほ
う
が
私
に
は
合
う
の
か
も
。（
ひ
ろ
）

編

集

後

記

なかやま温泉なかやま温泉
だよりだより

vol. 67vol. 67

◆なかやま温泉
☎ 0858-49-3330

　

こ
ん
に
ち
は
。
な
か
や
ま
温
泉
ゆ
ー

ゆ
ー
倶
楽
部
ナ
ス
パ
ル
で
す
。
今
年
も

早
い
も
の
で
残
り
1
か
月
と
な
り
ま
し

た
。
慌
た
だ
し
い
時
期
で
す
の
で
、
皆

さ
ん
体
調
管
理
に
は
お
気
を
付
け
く
だ

さ
い
。

　

疲
れ
た
体
と
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
、

ぜ
ひ
、
な
か
や
ま
温
泉
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

★
通
信
カ
ラ
オ
ケ
機
器	

	
	

	

試
験
運
用
開
始

　

ご
利
用
者
の
方
々
か
ら
の
ご
要
望
に

お
応
え
す
べ
く
、
こ
の
た
び
、
通
信
カ

ラ
オ
ケ
機
器
を
試
験
導
入
し
ま
し
た
。

「
う
た
と
音
楽
」
を
使
っ
た
機
能
訓
練
や

介
護
予
防
体
操
な
ど
の
機
能
が
搭
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
歌
う
こ
と
（
カ
ラ
オ
ケ
）
が

健
康
寿
命
の
延
伸
に
効
果
的
だ
と
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
集
落
や
グ
ル
ー

プ
で
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
開
い
た
り
、
健

康
増
進
に
利
用
し
て
み
ら
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

12
月
14
日
に
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル
で
、

カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

『
中
山
温
泉
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
』

【
と
き
】
12
月
14
日
（
土
）

【
場
所
】
中
山
温
泉
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

【
時
間
】
10
時
～
17
時
（
昼
休
憩
あ
り
）

【
料
金
】
出
場
・
観
覧
無
料

※
詳
細
は
、
な
か
や
ま
温
泉
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載

http://w
w
w
.kik-kaike.com

/naspal/
☆
12
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
☆

『
中
山
温
泉
朝
市
』

【
日
時
】
12
月
１
日（
日
）
９
時
～
11
時

【
場
所
】
中
山
温
泉
館
展
示
ホ
ー
ル

『
ナ
ス
パ
ル
シ
ア
タ
ー
』

上
映
作
品
『
き
ら
め
く
拍
手
の
音
』

【
日
時
】
12
月
７
日
（
土
）

【
場
所
】
中
山
温
泉
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

【
時
間
】
10
時
・
14
時
・
18
時
半

【
料
金
】
大
人
９
０
０
円

　
　
　

  

中
学
生
以
下
５
０
０
円

　
　
　

  

未
就
学
児　

無
料

★
毎
月
26
日
は『
お
風
呂
の
日
』で
す

　

ポ
イ
ン
ト
3
倍
。
ご
入
浴
の
お
客
様

全
員
に
空
く
じ
な
し
の
抽
選
会
、
お
子

さ
ま
は
、
受
付
ス
タ
ッ
フ
と
の
ジ
ャ
ン

ケ
ン
大
会
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

拉致問題を考える講演会
とコンサート in鳥取

◆日時　12月15（日）  13：30～16：25
◆会場　鳥取市民会館
◆講演　「拉致問題と人権」
　　　　　　　～夢と絆を奪われて～
　　　　講師 / 蓮池　薫さん
◆コンサート　ブルーマウンテン・ジャ

ズ・オーケストラほか
◆問い合わせ先　鳥取県人権擁護委員

連合会（鳥取地方法務局内）
　　　　　　　　☎ 0857-24-5678

私たちのまち（11 月１日現在）

◯人　口；１６, ２３３人（　ー８）

　　男　：　７, ８５３人（　ー２）

　　女　：　８, ３８０人（　ー６）

◯世帯数；５, ７５８世帯（　　８）


